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理
工
学
部
機
械
工
学
科
・

高
橋
智
研
究
室
と
経
営
学
部

・
益
満
環
ゼ
ミ
が
、
３
Ｄ
プ

　
２
、
３
年
次
生
の
有
志
６

人
が
、
石
巻
選
挙
管
理
委
員

会
が
企
画
し
た
「
若
者
の
投

票
率
向
上
に
向
け
た
座
談

会
」
に
参
加
し
、
当
事
者
の

立
場
か
ら
、
選
挙
や
投
票
に

関
す
る
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
座
談
会
は
昨
年
７
月
か
ら

４
回
開
催
。
10
月
の
衆
議
院

選
挙
・
宮
城
県
知
事
選
挙
で

は
意
見
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
期
日
前
投
票
所
が

　
石
巻
専
修
大
学
と
石
巻
市

内
の
高
校
、
企
業
や
法
人
が

連
携
し
、
地
域
を
支
え
る
人

材
の
育
成
と
地
域
活
性
化
を

目
指
す
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
２
０
１
７
年
度
報

告
会
が
、
２
月
10
日
に
開
か

れ
た
。
計
８
チ
ー
ム
が
１
年

間
に
わ
た
る
活
動
の
様
子
や

実
施
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
を
発

表
し
た
。

　
今
年
度
は
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

×
石
巻
商
業
高
校
、
石
巻
桜

坂
高
校
、
石
巻
工
業
高
校

５
チ
ー
ム
）、「
こ
め
ぼ
こ
商

品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
楽

天
野
球
団
、
阿
部
蒲
鉾
店
×

石
巻
北
高
校
、
宮
城
県
水
産

高
校

１
チ

ー
ム
）、「
復

興
ま
ち
づ
く

り
情
報
交
流

館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
石
巻

市
復
興
ま
ち

づ
く
り
情
報

館
×
石
巻
高

校
、
石
巻
好

文
館
高
校
、

石

巻

北

高

校
、
石
巻
桜

坂
高
校

１

チ
ー
ム
）、「
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
」（
富

士
通
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
×
女
川
高
等
学
園

１
チ
ー
ム
）が
活
動
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

の
池
田
昌
人
氏
（
人
事
部
Ｃ

Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
よ
る
特

別
講
演
の
後
、
各
チ
ー
ム
が

報
告
。「
こ
め
ぼ
こ
商
品
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
発
表

後
、
試
食
品
を
提
供
。
今
野

大
樹
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
は
「
地
域

の
新
し
い
味
と
し
て
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
取
り

組
ん
だ
」
と
話
し
た
。

　「
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報

交
流
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

甲
州
快
さ
ん
（
人
間
３
・
山

形
県
酒
田
南
高
）
は
「
復
興

状
況
を
は
じ
め
、
石
巻
市
の

産
業
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が

日時：３月20日（火）10時30分開式
会場：本学体育館
※式終了後、「卒業を祝う会」（同窓会・育友会
共催、14時～、石巻グランドホテル）を開催。
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石巻専修大学
広報係

本年４月、
創立 30 年を
迎 え ま す

最
終
講
義
ご
案
内

【
理
工
学
部
】

土
屋
剛
教
授

２
月
23
日

（
金
）
13
時
30
分
〜
、
５
３

０
１
教
室

【
人
間
学
部
】

大
谷
尚
文
教
授
▽
大
津
幸
一

教
授
▽
木
村
民
男
教
授

２

月
26
日
（
月
）
13
時
30
分

〜
、
４
２
０
１
教
室

リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
東
日
本

大
震
災
の
津
波
で
失
わ
れ
た

町
並
み
を
立
体
模
型
と
し
て

再
現
す
る
福
島
県
新
地
町
の

事
業
に
協
力
し
て
い
る
。
１

月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
同
町

で
行
わ
れ
た
住
民
参
加
の
制

作
会
に
参
加
し
た
。

　
新
地
町
は
宮
城
県
山
元

町
、
丸
森
町
と
接
す
る
福
島

県
の
浜
通
り
地
域
最
北
の

町
。
西
側
は
阿
武
隈
山
地
の

北
端
に
あ
た
る
山
々
が
連
な

り
、
東
側
は
太
平
洋
に
面
し

て
い
る
。
同
町
釣
師
地
区
は

ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
流
失

し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出

た
。
町
は
、
心
の
面
で
の
復

興
と
被
害
の
風
化
防
止
を
図

ろ
う
と
事
業
を
企
画
。
震
災

後
、
石
巻
市
沿
岸
部
の
復
元

立
体
模
型
の
制
作
・
展
示
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
益

満
教
授
と
高
橋
准
教
授
に
協

力
を
依
頼
し
た
。

　
高
橋
研
究
室
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
工

学
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
操

作
を
学
ん
だ
学
生
が
、
震
災

前
の
航
空
測
量
デ
ー
タ
を
も

と
に
地
形
や
住
宅
な
ど
を
再

現
。
制
作
会
で
は
、
益
満
ゼ

ミ
生
４
人
が
住
民
と
一
緒
に

立
体
模
型
の
仕
上
げ
作
業
を

行
っ
た
。

　
６
日
間
で
約
１
０
０
人
の

住
民
が
参
加
し
、
ス
ポ
ン
ジ

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
樹
木
を

住民、ゼミ生が協力して塗装作業に取り組んだ＝１月９日 区画ごとに屋根の色などを細かく再現

高橋研究室
益満ゼミ

福
島
県
新
地
町
釣
師
地
区

立
体
模
型
で
再
現

作
製
し
た
り
、
昔
の
写
真
を

見
な
が
ら
完
成
し
た
パ
ー
ツ

を
貼
り
付
け
た
り
と
細
か
い

作
業
に
集
中
し
た
。

　
新
井
匠
さ
ん
（
経
営
２
・

宮
城
県
仙
台
城
南
高
）
は

「
地
元
の
方
か
ら
、
航
空
写

真
な
ど
か
ら
は
分
か
ら
な
い

情
報
や
、
震
災
前
後
の
様
子

を
教
え
て
も
ら
い
、
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

「
高
校
時
代
に
復
興
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
、
も
っ
と
関

わ
り
た
い
と
石
巻
専
大
に
入

学
し
た
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
し

て
国
内
外
の
多
く
の
方
に
震

災
の
記
憶
を
伝
え
て
い
き
た

い
」と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
完
成
品
は
実
際
の
５
０
０

分
の
１
の
サ
イ
ズ
で
、
南
北

約
２
㍍
、
東
西
約
１
・
２

㍍
。
砂
浜
に
は
現
地
で
採
取

し
た
砂
を
使
う
な
ど
、
細
部

ま
で
忠
実
に
表
現
し
た
。
今

年
度
内
に
完
成
披
露
会
を
開

催
す
る
予
定
だ
。

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８
チ
ー
ム
が
成
果
を
発
表

　
悠
々
と
泳
ぐ
エ
イ
や
サ
メ
。
サ

ン
ゴ
の
間
を
行
き
交
う
カ
ラ
フ
ル

な
熱
帯
魚
｜
｜
。
吉
岡
映
美
さ
ん

（
理
工
４
・
新
潟
県
新
潟
第
一

高
）
は
中
学
生
の
頃
か
ら
水
族
館

の
飼
育
員
を
夢
見
て
き
た
。
採
用

枠
が

｢

若
干
名｣

の
厳
し
い
就

職
活
動
を
乗
り
越
え
、
東
京
と
京

都
で
水
族
館
を
運
営
す
る
オ
リ
ッ

ク
ス
不
動
産
（
東
京
都
）
に
内

定
。「
大
学
で
蓄
え
た
知
識
を
役

立
て
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
一
般
企
業
を
受
け
ず
、
東
北
や

関
西
な
ど
５
カ
所
の
水
族
館
に
応

募
。
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
の
最
終

選
考
で
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
併

設
の
す
み
だ
水
族
館
で
、
水
槽
の

掃
除
や
エ
サ
作
り
に
挑
ん
だ
。
作

業
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
博
物

館
実
習
で
経
験
し
て
い
た
が
、

「
募
集
人
数
も
倍
率
も
分
か
ら
な

い
の
で
不
安
だ
っ
た
」。
合
格
の

吉
報
に
家
族
で
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
飼
育
員
へ
の
道
は

大
学
入
学
直
後
か
ら

始
ま
っ
た
。
生
物
科

学
科
で
の
講
義
と
と

も
に
、
水
族
館
職
員

に
必
要
な
学
芸
員
資

格
課
程
の
科
目
を
履

修
。
３
年
次
に
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
と

潜
水
士
の
資
格
を
取
得
し
た
。
資

格
取
得
に
向
け
た
準
備
と
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
時
期
が
重
な
り
、

「
２
年
次
の
う
ち
に
ど
れ
か
一
つ

を
始
め
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
娘
の
奮
闘
を
知
る
両
親
は
「
諦

め
た
ら
終
わ
り
。
就
職
浪
人
す
る

覚
悟
で
と
こ
と
ん
頑
張
っ
て
」
と

応
援
し
た
。

　
魚
の
ス
ト
レ
ス
、
免
疫
、
適
応

反
応
が
テ
ー
マ
の
⻆
田
出
研
究
室

に
所
属
し
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ

は
ニ
ジ
マ
ス
の
「
生
体
防
御
」。

人
体
に
無
害
な
エ
サ
で
養
殖
ニ
ジ

マ
ス
の
免
疫
力
を
上
げ
る
方
法
を

考
察
し
た
も
の
で
、
⻆
田
教
授
と

相
談
し
、
水
族
館
で
生
か
せ
る
テ

ー
マ
を
選
ん
だ
。「
海
洋
生
物
は

地
域
の
資
源
で
も
あ
る
と
大
学
で

学
ん
だ
。
習
得
し
た
知
識
を
現
場

で
生
か
し
た
い
」

夢
か
な
え
水
族
館
飼
育
員
に

オリックス不動産内定　吉岡映美さん（理工４）

吉
岡
さ
ん（
左
）と
⻆
田
教
授

研
究
室
の
前
で

で
き
た
。
今
後
は
、
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
（
２

月
下
旬
完
成
予
定
）
を
第
一

歩
に
、
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

体
験
談
を
発
表

 

幼
児
教
育
実
習

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
３
年
次
生
に
よ
る
幼
児
教

育
実
習
報
告
会
が
１
月
19
日

に
開
か
れ
、
実
習
を
終
え
た

26
人
が
実
習
内
容
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど
の

体
験
を
発
表
し
た
。

　
石
巻
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

（
石
巻
市
）
で
１
カ
月
間
に

わ
た
っ
て
実
習
し
た
木
村
桂

さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
工
業

高
）
は
「
園
児
の
個
性
に
合

わ
せ
た
対
応
が
重
要
だ
と
感

じ
た
。
現
場
の
先
生
方
か
ら

は
『
子
ど
も
の
本
音
を
引
き

出
す
に
は
自
分
が
全
力
で
遊

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
』
と
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
先
生
方
の

姿
を
見
て
、
園
児
と
の
関
わ

り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
た
。

機
械
工
学
科
で

ロ
ボ
コ
ン
開
催

　
１
月
26
日
、
理
工
学
部
機

械
工
学
科
の
１
年
次
生
が
履

修
す
る
専
門
科
目
「
工
作
実

習
Ⅱ
」（
水
野
純
教
授
）
で
、

恒
例
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
か
れ
た

写
真
。

　
学
生
は
チ
ー
ム
を
組
み
、

自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
時
間
内

に
ど
れ
だ
け
多
く
テ
ニ
ス
ボ

ー
ル
を
相
手
コ
ー
ト
に
入
れ

ら
れ
る
か
競
っ
た
。
優
勝
チ

ー
ム
の
伊
藤
諒
介
さ
ん
（
山

形
県
山
形
工
業
高
）
は
「
ア

ー
ム
の
動
き
を
工
夫
し
た
。

製
作
し
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
部
分
が
あ
り
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
改
良
を
重

ね
た
成
果
」と
満
足
の
笑
顔
。

　
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生

の
グ
エ
ン
・
ミ
ン
・
ホ
ン
さ

ん
は
「
み
ん
な
で
協
力
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
完
成
し
た
時
は

う
れ
し
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

の
学
校
で
は
こ
の
よ
う
な
授

業
が
な
い
の
で
、
貴
重
な
経

験
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

・
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
グ
レ
イ

ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
）

副
座
長
▽
関
佑

弥
（
同
・
宮
城
県
東
北
学
院

高
）
▽
高
橋
利
貴
（
理
工
２

・
宮
城
県
松
島
高
）
▽
佐
々

木
祐
輔
（
同
・
岩
手
県
釜
石

高
）
▽
佐
藤
香
伽
（
人
間
２

年
・
岩
手
県
一
関
第
一
高
）

設
置
さ
れ
た
。
６
人
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
啓
発
活
動
な
ど

改
善
案
を
ま
と
め
た
中
間
報

告
書
を
作
成
。
１
月
30
日
、

石
巻
市
役
所
で
開
か
れ
た
中

間
報
告
会
で
同
委
員
会
に
提

案
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
活
動
継
続
に

意
欲
を
み
せ
、
２
月
５
日
に

は
石
巻
市
議
会
議
員
選
挙

（
５
月
20
日
投
開
票
）
に
向

け
た
取
り
組
み
を
話
し
合
っ

た
。
座
長
の
菊
田
美み

お桜
さ
ん

（
人
間
３
・
宮
城
県
仙
台
育

英
学
園
高
）
は
「
座
談
会
で

自
分
自
身
の
意
識
や
考
え
方

が
変
わ
っ
た
。
後
輩
に
も
加

わ
っ
て
も
ら
い
、
継
続
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

【
参
加
メ
ン
バ
ー
、
敬
称

略
】
▽
岡
崎
臣し

げ

き希
（
経
営
３

若者の投票率向上へ
有志６人が啓発活動

震災の記憶伝えたい

菊
田
さ
ん（
右
）を
中
心
に
ア
イ

デ
ア
を
話
し
合
う

２
月
５
日

こめぼこの商品化について発表するメンバー


